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町の魅力を再発見！　
　中山町には、魅力的な場所やもっと知って欲しい良いモノなどがたくさんあります。この
コーナーでは、そんなまちの魅力をお知らせしていきます。

最上川 生活と結びつき文化を形成
町内各地に伝わる最上川と人々との関わりを中山町郷土研究会がまとめる

アイ
ラブ

Vol.4
Ｉ

Ａ4サイズ、１２ページにまとめられています

今
も
昔
も
親
し
ま
れ
る
川

　

中
山
町
は
、
か
つ
て
最
上
川
舟

運
で
栄
え
、
山
形
の
秋
の
風
物
詩

「
芋
煮
会
」
は
、
そ
の
船
頭
た
ち

に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
も
の
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
河
川
敷
は
、
釣
り
や
散

歩
、
休
日
と
も
な
れ
ば
多
く
の
人

が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
秋
に
は

芋
煮
会
を
す
る
人
々
で
賑
わ
い
を

見
せ
る
な
ど
、
最
上
川
は
私
た
ち

の
生
活
に
大
変
密
着
し
て
い
ま
す
。

中
山
町
郷
土
研
究
会
が

最
上
川
を
巡
る
冊
子
を
発
行

　
「
我
が
町
は
、『
中
山
町
町
民
歌
』

に
『
紅
花
摘
み
の
乙
女
を
う
つ
し
、

流
れ
ゆ
く
最
上
の
水
よ
』
と
い
っ

た
歌
詞
が
あ
る
な
ど
、
最
上
川
と

盛
衰
を
と
も
に
し
て
き
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
く
、
密
接
な
関

係
に
あ
る
最
上
川
と
町
の
関
わ
り

に
つ
い
て
、
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
の
想
い
か
ら
、

中
山
町
郷
土
研
究
会
（
横
尾
尚
寿

会
長
）
で
は
、
町
と
最
上
川
の
関

わ
り
を
ま
と
め
た
冊
子
「
中
山
町

に
お
け
る
最
上
川
の
歴
史
・
文
化

的
景
観
」
を
編
集
・
発
行
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
最
上
川
で
２
つ
の
村

を
行
き
来
し
、
流
行
病
を
治
し
た

と
さ
れ
る
達
磨
に
関
す
る
民
話

『
酒
田
と
行
き
来
し
た
達
磨
さ
ま
』

や
、
現
在
の
ひ
ま
わ
り
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
場
の
あ
る
所
は
か
つ

て
「
満
州
グ
ラ
ン
ド
」
と
呼
ば
れ
、

昭
和
初
期
に
は
競
馬
が
開
催
さ
れ

て
い
た
と
い
う
よ
う
な
、
あ
ま
り

広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
話
な
ど
、

最
上
川
に
ま
つ
わ
る
民
話
や
ゆ
か

り
の
あ
る
文
化
財
な
ど
に
つ
い
て
、

写
真
付
き
で
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

同
研
究
会
で
は
当
初
、
１
５
０

部
を
作
成
し
町
内
外
の
関
係
者
に

送
付
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
追

加
発
行
の
要
望
を
受
け
、
１
０
０

部
を
増
刷
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
町
内
で
は
、
町
立
図
書
館
ほ

ん
わ
館
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
中

山
町
情
報
物
産
館　
　
　

 

で
お

買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
（
税
込

み
６
０
０
円
（
数
量
限
定
））。

　

大
変
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ

き
、
ま
た
、
気
に
な
る
箇
所
に
は

実
際
に
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

納得解決！広聴制度　　　　　Ｐ２～９
健康と福祉のフェスティバル　Ｐ１０～１１
お知らせ版　　　　　　　　　Ｐ２０～２5

今月の主な内容

なかやま保育園
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納得解決！広聴制度２．中央公民館

投かん

３．保健福祉センター

１．中山町役場

　町には、町民の皆さんからたくさんの意見が寄せ
られています。その内容は、苦情や要望、提案など
様々です。
　こういったご意見に耳を傾けると、そこからまち
づくりのヒントがたくさん見えてきます。
　なかには、町に提案したいこと、言いたいことが
あっても、どうやって意見を伝えたらよいかわから
ない人もいるでしょう。
　そこで、今月の特集は「納得解決！広聴制
度」と題して、中山町の広聴の取り組みと今
年度町民の皆さんから寄せられたご意見等を
ご紹介します。

政策推進課地域情報グループ
☎６６２－２２２３

広聴に関するお問い合わせ

「
ひ
ま
わ
り
ポ
ス
ト
」、ど
こ
に
あ
る
か
ご
存
知
で
す
か
？

な
ぜ「
広
聴
」が
必
要
か

　
広
聴
と
は
、「
町
や
県
な
ど
の
行
政

機
関
が
広
く
一
般
の
方
の
ご
意
見
や
ご

要
望
な
ど
を
聞
く
こ
と
」
で
す
。

　
地
方
分
権
に
伴
い
、各
自
治
体
に
は
、

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
独
自
の
ま
ち

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
他
の

市
町
村
で
成
功
し
た
政
策
を
中
山
町
で

展
開
し
て
も
、
必
ず
し
も
う
ま
く
い
く

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
指
針

と
な
る
「
第
５
次
中
山
町
総
合
計
画
」

に
お
い
て
、
施
策
目
標
の
一
つ
に
「
み

ん
な
で
す
す
め
る
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
掲
げ
て
お
り
、
中
山
町
ら
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、

町
に
対
し
て
出
さ
れ
た
ご
意
見
や
ご
要

望
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
な

提
案
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
苦
情
や
要

望
の
中
に
も
、
き
っ
と
中
山
町
独
自
の

ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
が
含
ま
れ
て
い

る
は
ず
で
す
。

　
町
が
目
指
す
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
」
は
、
町
に
関
す
る
情
報
に
つ
い

　
「
ひ
ま
わ
り
ポ
ス
ト
」

を
ご
存
知
で
す
か
。

　
「
ひ
ま
わ
り
ポ
ス
ト
」

は
役
場
を
は
じ
め
町
内
３

か
所
に
設
置
し
て
い
る
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
箱

で
、
そ
の
利
用
方
法
は
と

て
も
簡
単
で
す
。

　
ひ
ま
わ
り
ポ
ス
ト
と
一

緒
に
記
入
用
紙
を
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
用
紙
に

ご
意
見
等
と
ご
連
絡
先
を

記
入
し
、
ひ
ま
わ
り
ポ
ス

ト
に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ

い
。
も
ち
ろ
ん
、
備
え
付

け
の
用
紙
以
外
で
も
結
構

で
す
。

　
最
近
増
え
て
い
る
の

が
、
匿
名
で
の
投
か
ん
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
に

対
し
、
町
か
ら
問
い
合
わ

せ
や
回
答
を
し
た
く
て
も
、

連
絡
先
の
記
入
が
な
い
と

連
絡
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

て
、
町
と
町
民
の
皆
さ
ん
が
共
有
す
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
広
報
紙
や
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
町
民
の
皆
さ
ん

が
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
の
に

十
分
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
町
か
ら

の
一
方
的
な
情
報
提
供
に
な
り
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
求
め
て
い
る
こ
と
を
的
確

に
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
双

方
向
の
つ
な
が
り
を
持
つ
た
め
、「
広
聴
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
広
報
と
広
聴
は
、

ま
さ
に
自
動
車
の
両
輪
の
よ
う
な
関
係

と
言
え
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
お
聞
き

す
る
広
聴
制
度
に
は
、
地
区
要
望
会
を

は
じ
め
、
ひ
ま
わ
り
ポ
ス
ト
や
ひ
ま
わ

り
直
行
便
、
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

メ
ー
ル
を
活
用
し
た
投
書
方
法
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
誰
も
が
気
軽
に
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
し
、
そ
し
て
共
に
考
え
る
こ
と
の
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
、
今
回

は
町
の
広
聴
制
度
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
町
か
ら
の
回
答
を
希
望
す
る
方
は
、

名
前
と
住
所
、
電
話
番
号
に
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
な
ど
、
ご
連
絡
先
の
記
入
を
お

忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

　
「
ひ
ま
わ
り
ポ
ス
ト
」
は
、
各
施
設

に
お
い
て
、
記
入
用
紙
が
入
っ
て
い
る

か
ど
う
か
を
毎
日
確
認
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
投
か
ん
さ
れ
た
ご
意
見
は
、
政

策
推
進
課
の
職
員
が
各
担
当
課
に
振
り

分
け
、
関
係
す
る
課
・
グ
ル
ー
プ
の
グ

ル
ー
プ
員
、
課
長
、
副
町
長
、
町
長
へ

と
回
覧
し
ま
す
。

　
担
当
課
で
は
、
内
容
に
つ
い
て
の
回

答
を
作
成
し
、
ご
意
見
を
く
だ
さ
っ
た

方
に
回
答
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な

お
、お
寄
せ
い
た
だ
い
た
内
容
に
よ
り
、

回
答
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ひ
ま
わ
り
ポ
ス
ト
を
こ
れ
ま
で
見
た

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ご
意
見
を
投
か
ん

し
た
こ
と
が
な
い
方
。
ま
た
、
ひ
ま
わ

り
ポ
ス
ト
自
体
を
見
た
こ
と
も
な
い
方
。

こ
れ
を
機
会
に
、
あ
な
た
の
ご
意
見
や

ア
イ
デ
ア
を
、
お
近
く
の
ひ
ま
わ
り
ポ

ス
ト
に
投
か
ん
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

町内３か所に設置されている
町民の提案箱「ひまわりポスト」

№ 設置場所
１ 中山町役場１階ロビー
２ 中央公民館受付窓口横
３ 保健福祉センター受付窓口前

3 28.11.15 28.11.15 2
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町公式ホームページから

「ひまわり直行便」から
　
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
方
法
の
ほ
か
に
、

「
ひ
ま
わ
り
直
行
便
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
ひ
ま
わ
り
直
行
便
」
は
７
月
１５
日

号
の
広
報
と
と
も
に
配
布
し
て
い
ま
す

が
、
使
い
切
っ
て
し
ま
っ
た
方
、
紛
失

し
て
し
ま
っ
た
方
は
役
場
総
合
窓
口
や

中
央
公
民
館
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

予
備
分
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
こ
ち
ら
は
、
左
の
よ
う
な
形
で
配
布

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
切
り
取
り
線
に

沿
っ
て
切
り
取
り
、
他
と
同
様
に
ご
意

見
と
ご
連
絡
先
を
記
入
し
、
最
寄
の
ポ

ス
ト
に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

切
手
は
不
要
で
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
に
は
関
心
が
あ

る
け
れ
ど
、
普
段
仕
事
を
し
て
い

て
、
ひ
ま
わ
り
ポ
ス
ト
に
投
か
ん

す
る
の
が
難
し
い
」と
い
う
方
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
ー
ル
を
利
用

し
て
提
案
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
手
順
は
簡
単
で
す
。

①�

ま
ず
、
町
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
ま
す
。
表
示

さ
れ
る
ペ
ー
ジ
の
右
の
列
に

『
ひ
ま
わ
り
ポ
ス
ト
』
と
い
う

バ
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
そ
ち

ら
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

画
面
が
展
開
し
て
、
ペ
ー
ジ
中

ご
ろ
に
町
宛
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
上
に
カ
ー

ソ
ル
を
合
わ
せ
、
も
う
１
度
ク

リ
ッ
ク
し
ま
す
。

③�

す
る
と
、
メ
ー
ル
送
信
ペ
ー
ジ

に
切
り
替
わ
る
の
で
、
件
名
や

本
文
に
ご
意
見
や
提
案
の
内
容

を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

忘
れ
ず
に
ご
連
絡
先
も
入
力
し

て
く
だ
さ
い
。

④�

入
力
が
完
了
し
た
ら
、
最
後
に

「
送
信
」
す
る
と
町
宛
に
メ
ー

ル
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
こ
ち
ら
も
、
ひ
ま
わ
り
ポ
ス
ト

と
同
様
の
方
法
で
、
提
案
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
に
回
答
を
返
信
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
開
封

で
き
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、

フ
ァ
イ
ル
等
の
添
付
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

手順①�トップページ右側の、赤で囲
まれているバナーをクリック

手順②�メールアドレスの上にカーソルを
合わせ、もう一度クリック

手順③・④�件名、本文に内容とご連絡先
を入力し、送信

➡

➡

ひまわりポストから 「ひまわりの花、すももの里について」
　ひまわり館・すもも館等を併設し、町の花であるひまわり、特産であるすももに関して
町民が知識を高め、花笠オクラ、紅花、芋棒煮等の町の文化を育みつつ体験教室等を通し
て人間形成ができるような取り組みがあれば理想的な中山町に近付くのではないでしょうか。
� （７０代女性）

　ひまわり館やすもも館について、簡単に設置することはできませんが、ひまわりやすももについて
知識を深めたり、実際に育ててみたり、町内産の食材を利用し「体験教室」等を実施することは、各
課に取り組みを促すことはできるものと考えております。また、町の文化や特産品など、中山町を知
る・感じる機会が増えることは、中山町は「わたしのふるさと」と自信を持って誇れる、そして町を
愛する方、関心を持っていただく方を増やしていく要因になると思っております。
　町の花ひまわりについては、他の町民の方からは「町内にひまわりを感じられないのではないか」といっ
たご意見もいただいております。今後は、ひまわりが町の花であることを知っていただくとともに、
ひまわりを身近に感じることのできる取り組みや活動を町民の皆さんと一緒になって進めてまいりた
いと考えております。� 担当課：政策推進課

ひまわり直行便から 「町の花　ひまわりについて」
　町の施設名や、意見を求める「ひまわり直行便」の名称にも町の花ひまわりが使用され
ていますが、町の中にひまわりを実感できる自然や花そのものが見当たりません。
　中山町として町の花ひまわりを活用する事業や取り組みに期待します。今後、ひまわり
を活用する町の方向として最上川や国道１１２号、ひまわり温泉ゆ・ら・らなどでまちづくり
を展開して、観光〜特産品の開発へ発展できないでしょうか。� （６０代男性）

　現在、町では町の花ひまわりを活用する事業として、国道１１２号沿いに「ひまわりロード」を整備し、
２９年間事業を継続しており、今年度は大字向新田地内からおおよそ６００ｍにかけてひまわり１２８０本のほか、
センニチソウやジニアを植栽しました。また、町内を１日４回巡回している町営バスには、車体側面
にひまわりをイメージしたデザインを施し、運行を行っています。
　これまでも、ひまわり温泉ゆ・ら・らの玄関前に設置したコンテ
ナを使ってひまわりを育てたり、べにばな国体が開催された頃に
はひまわりの種を全戸配布し、ひまわりで町をいっぱいにする活
動を行っておりました。今後は、ひまわりが町の花であることを
知っていただくとともに、ひまわりを身近に感じることのできる
活動や取り組みを町民の皆さんと一緒になって進めていきたいと
考えております。� 担当課：政策推進課／建設課

こんなご意見が寄せられました
　今年度は、匿名の方を含め、３０件のご意見が寄せられ
ました（平成２８年１０月末現在。内訳は右の表の通り）。
　ここからは、実際に皆さんからいただいた疑問やご意
見を抜粋してご紹介します。

ひまわり
直行便

ひまわり
ポスト メール その他

町政関係 １０ ２ 4 ３
職員関係 ２ － １ １
町関連団体 ３ － － －
そ の 他 ３ － １ －
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ひまわり直行便から

ひまわり直行便から

「出前中山町について」

「お知らせ版について」

　町に対しては、各個人大なり小なり色々な意見要望があると思います。それらの意見を
どれだけ吸収、町政に反映できるかが町の発展や「住んでよかった」と思える中山町につ
ながると考えますが、地元住民から情報収集する努力は皆無に思えてなりません。
　よって、地元住民の意見を聞く機会を定期的に設定してもらいたいと思います。地区単
位で開催してもらえれば地元に直結した現実味のある意見が把握できるものと考えます。
� （６０代男性）

　最近のお知らせ版が以前より見にくく感じられます。このことは私だけではないようで、
人によっては頭から見ない方もいるようで非常に残念です。
　町の情報が町民に伝わるよう、目に優しく少々工夫していただければ嬉しいです。
� （７０代女性）

　町民の方からご意見やご要望をうかがう広聴事業としては、①地区要望会の開催、②町政座談会の
開催、③「ひまわり直行便」の実施、④町関係施設への「ひまわりポスト」の設置等を行っています。
　町政座談会については、各地区区長に対して希望があれば開催する旨を伝えておりますが、平成２７
年度は１地区のみの開催、平成２８年度はまだ開催の要望がないという状況です。
　町が進めております「第５次中山町総合計画後期５か年基本計画」の柱のひとつ「みんなですすめ
る協働のまちづくりの推進」の中で、広聴活動の充実を挙げており、町民の方がご意見やご要望を提
案できる体制整備と機会の拡充に取り組んでいるところです。
　今回ご提案いただいた内容を真摯に受け止め、「住んで良かった」と思える中山町を目指し、来年
度からの具体的施策に反映させていきたいと考えますので、ご理解をお願いします。
　なお、補足ではございますが、地区要望会につきましては、今年度は８月に開催しており、６地区
から３２項目の要望があり、要望があった地区の役員の方に対し町からのご説明を申し上げたところです。
　また、「ひまわり直行便」については、年に１回全戸配布を実施しているもので、その他「ひまわりポ�
スト」やメール、お手紙でご意見やご要望をいただくこともございます。これらについては、ご住所
等を記載していただいている方には町から文書でお返事を返しております。� 担当課：政策推進課

ひまわり直行便から 「長崎堰について」
　長崎堰は、中山町、特に旧長崎町を縦断する歴史ある貴重な水路堰であると考えます。
　しかし現在の水路状況は、ほとんど水が流れず、長崎の中心部を流れる水路としては、
悲惨な状況にあり地域環境にも悪影響を及ぼしています。雨水排水が整備されていない現
在、長崎堰への町内からの雨水流入は避けられず、末端の堰に流下している状況です。
　現在、取水口の改修工事が県営事業として進められていますが、これに合わせ、水路整
備を町主体で改良区と連携して行い、中心街を流れる清流の復活を切に希望します。
� （６０代男性）

　ご指摘のありましたとおり、長崎堰は農業用水路として利用されてきたわけですが、水路施設の老
朽化が進み、また、周辺土地利用など社会情勢の変化に伴い、利水用途や水需要の内容が変化してい
ることから、農業用水路としての役割は年々低下しております。
　長崎堰は、農業用水、雨水排水や生活利排水等多様な目的に利用されておりますが、取水は、農業
用水として水量や取水期間が決められているため、年間を通して通水ができない状況です。
　つきましては、老朽化した水路整備は、これまでどおり最上堰土地改良区と連携し、維持管理や改
修を行っていきたいと考えております。� 担当課：産業振興課

ひまわり直行便から 「初音橋の小型車通行について」
　数年前に初音橋の工事を行ったようだが、費用対効果が見えない。少なくとも小型車が
通過できる橋にすべきであると思う。
　昔は小型車が通過できたが、ガードレールができて通過できなくなった。橋の工事に関
連して通過できるようになると思ったが、軽自動車も通り抜けできないようだ。
� （７０代男性）

　初音橋のある路線は町道西小路１号線でありますが、初音橋から北側５４ｍの区間は、道路幅員が２．２
ｍ以下の部分があり「自動車交通不能区間」として道路認定されています。この「自動車交通不能区間」
は道路法施行規則に規定された最大積載量４トンの貨物自動車が通行することができない区間に該当
します。以上のことから初音橋の有効幅員もこの道路の最小幅員に併せ２．２ｍで架け替えしたものです。
　「自動車交通不能区間」は主に歩行者・自転車・軽車両等の通行を想定したものとなります。自動
車通行不能区間に現況の道路幅員より広い橋を設置することは自動車の侵入を促すことになり、通行
に支障をきたすとともに個人所有の構造物等を破損するおそれがあると判断されます。
　費用対効果を考慮すれば、西小路１号線の全区間が最大積載量４トンの貨物自動車が通行可能になっ
た場合に初音橋も拡幅しなければならないと考えております。同路線を自動車通行の際は自宅から北
側の商工会方面の県道に通り抜けしていただきますよう、ご理解をお願いいたします。
� 担当課：建設課

　「広報なかやま」および「お知らせ版」については読みやすさを心がけ、全面カラーページで、文
字が小さくても読みやすい「ユニバーサル書体（まぎらわしい画線をなくしてシンプルにするなど、
読みやすさの向上と誤読を防ぐために様々な工夫がされたフォントのこと）」を採用しています。また、
記事のレイアウトについては、記事の分量とページ数等を勘案しながら割り付けをしており、見た目
と文章での分かりやすさを心がけています。
　さて、この度のご意見は、お知らせ版について「以前より見にくく感じられる」「頭から見ない方もいる」
ということで、担当としても大変残念に感じているところです。
　見やすさについては、ページ数と記事の分量といった制約の中でではありますが、レイアウトやカ
ラーの使い方などに改善の余地があると考えられますので、読みやすい紙面を工夫してまいりたいと
思います。広報紙を見ない方がいるということについては、紙面の見にくさが原因なのかもしれませ
んし、興味を引く紙面構成になっていないということも考えられます。いずれにいたしましても、読
んでいただかないことには情報は伝わらないので、手に取って読んでいただける魅力ある広報紙を目
指していきたいと思います。
　町では、町民の皆さんと一緒にまちづくりを進めるために、これからより一層、情報発信が重要と
考えております。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。� 担当課：政策推進課
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ひまわり直行便からひまわり直行便から 「ひまわり温泉ゆ・ら・ら入浴回数券購入について」

役場に水飲みの機械を取り付けてほしい（５０代女性）

「河川敷のバスケットリングについて」
　ひまわり商品券で入浴回数券を２冊購入しようとしたが、役場の指導で１冊ずつしか販
売できないとのことで、購入できなかった。
　１冊ずつであれば、日を改めれば買えるとのことであったが、納得できない。
� （７０代男性）

　夕方や休日に時々遊びに行くのですが、バスケットリングが空いているときがありませ
ん。２基ほど増やしてもらうことはできないでしょうか。� （６０代男性）

　中山町商品券振興会が発行している「ひまわり商品券」につきましては、販売時のチラシおよび取
扱い事業者向け資料に記載されておりますとおり、「各店発行の商品券及び金券」には使用できない
こととされており、「ひまわり商品券」による「ひまわり温泉ゆ・ら・ら入浴回数券（１４回券）」の販売・
購入は禁止事項にあたります。
　つきましては、ひまわり温泉ゆ・ら・らにて商品券での販売がありましたことをお詫び申し上げます。
引き続き、ひまわり温泉ゆ・ら・らをご利用くださいますようお願い申し上げます。
� 担当課：産業振興課

　当町は「スポーツとフルーツ 伸びゆく町 なかやま」をキャッチフレーズとして、農業振興、スポー
ツ振興を推進しております。スポーツには多くの競技があり、競技人口も分散している状況にありま
す。なかでも、サッカー、ソフトテニス、卓球、野球、バレーボール、バスケットボールは球技にお
いて人気の高いスポーツとなっております。
　町の体育施設を利用する場合は事前に申請していただくこととなっていますが、河川敷のバスケッ
トコートは憩いの場として自由に使っていただいているのが現状となっております。
　また、同施設は競技用ではなく、皆さんが自由に気軽に楽しめる憩いの場として、互いに配慮して
いただきながら有効に使用していただきたいと考えており、現時点で増設の考えはございませんので
ご理解いただきますようよろしくお願いいたします。� 担当課：教育課

ひまわりポストから

　役場庁舎内に水飲みの機械を設置することは、来庁者サービスの一環として良いことであると考え
ますが、機械の設置にあたっては、機械のリース料や維持管理の経費がかかるものであり、今すぐに
設置できるものではございません。
　そのため、今年度中に機械を設置することはできませんが、新年度に向けて設置するかどうかも含
め検討を行ってまいりたいと考えております。� 担当課：総務課

公式ホームページから 「ほんわ館の貸し出し方法について」
　本日本を借りようと窓口に行ったところ、カードがないと利用できないと断られてしま
いました。
　以前、氏名・住所・電話番号を紙に書いて会員検索をしていただき借りたことがあった
のですが、そのことを話したところ「そのようなことはしていない」と断られてしまいました。
　またうっかり忘れて悲しい気持ちにならないために、以前のように氏名等を書いて借り
ることができるように柔軟な対応をお願いします。� （町外の利用者）

　いつも中山町立図書館ほんわ館をご利用いただきありがとうございます。
　さて、「利用者カードを忘れた時」の図書の貸し出しについて、以前に名前を検索して借りたこと
があるとのお話ですが、当館では利用者カードでの貸し出し以外は行っておりませんので、他の図書
館と勘違いをされたのではないでしょうか。
　当館の利用者カードは、「リライトカード」と言い、利用した日付と図書（資料）名、返却期限が
明記され、利用毎に記録が更新されるもので、利用者カードを見れば、図書館から借りている図書（資
料）の状況が一目で分かるようになっています。
　そのようなことから、今後とも利用者カードを提示していただいて貸し出しの手続きを行いますの
で、ご理解をお願いいたします。� 担当課：教育課

ひまわり直行便から 「赤いバイクのスーパーマンについて」
　９月の残暑の厳しい日でした。用を足すために長崎地区へバイクで向かいました。とこ
ろが人

ひ と け

気のないあたりでパンクしてしまい、押して帰宅するはめになったのです。持病の
ある私にとってとてもつらい作業でした。
　疲れて休んでいると赤いバイクが私の横を通り過ぎていきましたが、やがて戻ってきて
くれて、私の家へ行きパンク修理の道具を持ってきてくれました。本当に嬉しく、心温ま
る出来事でした。� （６０代男性）

　心温まるお話を寄せていただき、大変ありがとうございました。
　弱っているときや困っているときに差し出される助けの手ほどありがたいものはありません。人と
人との関係が希薄になっていると言われている中、赤いバイクの方の親切が差出人様の心に響いたの
が伝わってまいります。
　さて、町においては、現在「第５次中山町総合計画後期５か年基本計画」を推進しております。そ
の中で「生涯にわたって安心・安全に暮らせるまち　なかやま」を基本目標の一つとして掲げていま
す。町民の皆さんが安心・安全に暮らせるために、差出人様を助けた赤いバイクの方のように、人の
助けとなり、手を差し伸べられる心を忘れないまちづくりを進めて行きたいと思います。
　今後もお気づきの点がございましたらご意見を頂戴できれば幸いです。今後ともどうぞよろしくお
願いいたします。� 担当課：政策推進課

　いかがでしたでしょうか。今回紹介したもののほかにも、多くの方からご意見・ご要望をお
寄せいただいており、事業や取り組みの参考としています。協働によるまちづくり推進のため、
今後もたくさんのご意見をお待ちしています。
※�来年度からは、年２回、お寄せいただいたご意見と町からの回答を「広報なかやま」に掲載
する予定です。その際は、個人が特定できないように編集した上で紹介させていただきます。

9 28.11.15 28.11.15 8

広報なかやま



健康と福祉のフェスティバル
～いきいき町民大会～

【中山町表彰規則表彰】

【社会福祉功労者表彰】

【３歳児よい歯の表彰】

　１０月１６日、町民の健康を守り、福祉の向上を目指す「第２８回健康と福祉のフェスティバル～いきい
き町民大会～」が中央公民館で開催され、「介護予防」を重点テーマに様々な催しが行われました。

　
会
場
に
は
、
健
康
相
談
、
栄
養
相
談

な
ど
の
ほ
か
、
介
護
予
防
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
、
訪
れ
た
人
は
各
コ
ー
ナ
ー

を
巡
り
な
が
ら
健
康
づ
く
り
、
介
護
予

防
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
に

よ
る
減
塩
料
理
の
献
立
例
展
示
や
、「
適

正
塩
分
味
噌
汁
」
の
試
飲
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
食
生
活
改
善
推
進
員
の
方
に
よ
る
と
、

味
噌
汁
減
塩
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
塩
分
の

多
い
市
販
の
だ
し
の
素
は
使
わ
ず
、
昆

布
と
か
つ
お
節
か
ら
出
汁
を
と
る
こ
と
、

目
分
量
に
頼
ら
ず
調
味
料
の
量
を
計
り
、

塩
分
の
摂
り
す
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
だ
そ
う

で
す
。
試
飲
を
し
た
方
か
ら
は
、「
普

段
飲
ん
で
い
る
味
噌
汁
と
比
べ
る
と
や

や
薄
い
と
感
じ
た
が
、
こ
の
く
ら
い
の

方
が
出
汁
の
香
り
が
楽
し
め
て
美
味
し

い
」
と
好
評
で
し
た
。

　
併
せ
て
開
催
さ
れ
た
「
中
山
町
表
彰

式
」
で
は
、
中
山
町
表
彰
規
則
に
基
づ

く
表
彰
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
福
祉
の
分

野
で
功
労
の
あ
っ
た
方
に
感
謝
状
が
、

昨
年
度
の
３
歳
児
健
診
で
虫
歯
が
な
く
、

健
康
な
歯
で
あ
っ
た
お
子
さ
ん
に
表
彰

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
（
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
方
と
表
彰
さ
れ
た
方
は
、
次
の

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
）。

　
記
念
講
演
で
は
、
脳
科
学
者
の
澤
口

俊
之
先
生
が
登
場
。「
元
気
で
活
き
活

き
生
き
る　
脳
の
若
返
り
」
と
題
し
、

集
ま
っ
た
約
３
０
０
名
の
観
客
の
前
で

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
記
憶
に
関
係
す
る
脳
の

各
部
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
脳
科

学
の
観
点
か
ら
見
る
認
知
症
発
症
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
等
の
解
説
の
ほ
か
、
認
知
症

を
発
症
し
や
す
い
人
の
特
徴
な
ど
を
ご

自
身
の
学
生
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
テ

レ
ビ
番
組
で
の
共
演
者
と
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
澤
口
先
生
の

お
話
に
、
会
場
は
終
始
笑
い
声
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

記念講演講師の澤口俊之先生

1介護予防・ロコモ予防体操。ロコモとは、筋肉、骨、関節
などの運動器に障害が起こり、「立つ」「歩く」といった基本
的な運動機能が低下している状態を言います。健康寿命を延
ばすため、音楽に合わせて楽しく体を動かしました。2「適
正塩分味噌汁」の試飲。3若がえりワンポイントメイクコー
ナーでは、メイクのアドバイスのほかハンドマッサージも行
われました。

1左から　石川浩司さん　町教育長として教育行政の推進に尽力
　大津昭七さん　統計調査員として地方自治の発展に尽力
　髙橋和夫さん　町社会教育委員として社会教育の振興に尽力
　丹野雅紹さん　全国かぶと虫相撲大会の創始者として産業の
　　　　　　　　振興に尽力
※写真中央は佐藤町長

2髙橋伴保さん
　統計調査員として地方自治の発展に尽力
　※�髙橋さんは所用により式典に出席でき
なかったため、後日役場応接室で表彰
状を贈呈しました。

１

１

２

２

３

　町の表彰規則に基づき、長年にわたって各分野で優れたご功績を残し、地方自治の進展等に貢献さ
れた次の方に、表彰状が贈呈されました。

　各分野で活躍され、町福祉の推進にご尽力された
次の方に、感謝状が贈呈されました。
▪町社会福祉功労者
　鈴木高子さん　結城淳子さん
▪介護功労者
　今田和子さん　鈴木のり子さん　鎌上真知子さん
▪献血功労者
　縄野正浩さん　佐藤広行さん　鈴木智子さん

　平成２７年度の３歳児歯科検診で、虫歯や咬合異常
などがなく健康な歯であった４５名のお子さんに、表
彰状が贈られました。式典には３１名が出席し、名前
が呼ばれると「はい」と元気良く返事をし、壇上で
堂々と表彰状を受け取っていました。

表彰おめでとうございます

青山　理乃さん
秋葉　勇透さん
石川　　咲さん
井上　蒼彩さん
井上　夏愛さん
宇津井さやさん
大泉　杏莉さん
大坪希紗良さん
大沼三菜実さん

柏倉　陸人さん
加藤　聖琉さん
鴨田　啓雅さん
後藤ひまりさん
小松　崚真さん
近野　壮太さん
笹木　晴愛さん
佐東　志生さん
佐藤　柊那さん

佐東　茉奈さん
佐藤　莉心さん
佐藤琉衣翔さん
四宮　尚親さん
澁谷　美咲さん
志村　晃輔さん
鈴木　　葵さん
鈴木　彩乃さん
鈴木　健悟さん

髙橋　　叶さん
髙橋　慶大さん
髙橋　美陽さん
多田　瑛太さん
丹　　心幸さん
中川　陽愛さん

服部　美海さん
松坂　海里さん
松田　　望さん
峯田　朔杜さん
村山　由奈さん
森田　千華さん

森谷　奏太さん
森谷　悠生さん
渡邉　一颯さん
渡辺　大地さん
渡辺美結莉さん
渡邉　悠人さん
� （５０音順）
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全国ひまわり杯
グラウンド・ゴルフ大会

自分たちの地区は自分で守ろう
町防災訓練in上町・新町

スポーツで交流を深めよう！

　１０月１０日・１１日の２日間、中山町がグラウンド・ゴルフの
振興の町であることを全国に発信するとともに、プレイヤー
同士の親睦と交流を深め、健康の輪を広げることを目的に「第
６回全国ひまわり杯グラウンド・ゴルフ大会」が開催されま
した。
　大会には、県内外から３０８名のグラウンド・ゴルフ愛好者
が参加し、２日間で６コース、計４８ホールを回り、合計打数
でスコアを競いました。
　競技が始まると、日ごろの練習の成果を競い合いながら和
気あいあいとプレーする様子が見られ、あちこちで歓声や笑
い声が聞こえていました。中には、慣れないコースに実力が
発揮できず、四苦八苦している参加者もいましたが、同じ班
の仲間同士で励ましあい、秋晴れの空の下、楽しげに汗を流
していました。

　１０月２３日、上町・新町地区を主会場に、町防災訓練が行われました。
　訓練は、「山形盆地断層帯を震源域とする大規模な地震が発生した」という設定で、「町内全域で建
物崩壊や火災が発生したほか、電気・通信・水道等のライフライン停止」などの被害を想定して実施。
町、消防団、地区住民が一体となって訓練を開始しました。
　参加者は、災害を知らせるサイレンで、避難所に指定されている地区公民館等に集合。その後、災
害が拡大したことにより、避難している公民館にも危険が及ぶおそれがあると想定し、さらに長崎小
学校への集団避難訓練を行いました。参加者は、高齢者と歩幅を合わせ一緒に避難するなど互いに助
け合いながら、地区役員や消防団員の誘導に従って避難していました。
　長崎小学校への避難が完了すると、グラウンドや体育館で初期消火訓練や災害用伝言ダイヤルの体
験、負傷者の応急手当訓練など、本番さながらの訓練を行いました。そのほか、消防団員による消火
訓練、最上川中部水道企業団による応急給水訓練など、様々な訓練が併せて行われました。
　万が一の事態が発生したときに役立つのがこうした訓練です。１４～１５ページで、地震発生時の対応
や備えについて紹介していますので、皆さんも家庭で非常用持ち出し袋などを用意したり、地元の防
災訓練や研修会に積極的に参加するなど、日ごろからできる対策をし、非常時に備えましょう。

　競技終了後の表彰式では、上位５０名
を表彰。一人一人に森谷副町長から表
彰状と賞品が手渡され、表彰される選
手の名前が読みあげられるたびに拍手
がわき起こり、盛り上がりを見せてい
ました。

順位 氏名（敬称略） 市町村
１ 仲　嶋　弘　志 村山市
２ 奥　山　　　正 村山市
３ 佐　藤　忠　勝 山形市
4 内　藤　勝　子 中山町
５ 佐　藤　啓　二 中山町
６ 髙　橋　周　雄 東根市
７ 石　川　慶　治 中山町
８ 鈴　木　三　郎 宮城県
９ 白　幡　征　一 山形市
１０ 橋　本　孝　一 中山町

吉田美保子さん（新潟県）
　この大会に出るのは初めてです。慣れな
いコースなので感覚をつかむのに少し時間
がかかりましたが、芝の手入れが行き届い
ていてプレーしやすかったです。来年もま
た出場したいと思います。

上位入賞おめでとうございます！
大会結果（上位１０名）

照沼　義美さん（茨城県）
　昨年に続き２回目の出場です。全国から
愛好者が集まり、グラウンド・ゴルフを通
して多くの方と親睦を図ることができまし
た。今年は昨年知り合った方に声を掛けて
いただき、とても嬉しかったです。

上町・新町自主防災会
高橋　賢治 会長

日下部澪さん、
憂人くん

　上町・新町の自主防災
会は平成２７年４月に組織
し、今回が初めての防災
訓練です。自助・共助の
精神のもと、被害を最小
限に留めるのが私たちの
役目だと考えています。
　今後も継続して訓練を
実施し、地区民の防災意
識を高めるきっかけとな
ればと思います。

　東日本大震災以来、非
常持ち出し品や備蓄品の
用意は普段からしていま
すが、こういった訓練は
初めて参加し、消火栓を
使っての消火も体験しま
した。
　いざというときは自分
の身は自分で守ることを
忘れず、万が一に備えた
いと思います。

上位１０名の皆さん。おめでとうございます。

1�人形を使用しての応急手当訓練。女性消防隊員の
指導で、意識がなく、呼吸も停止している人を見
つけた場合の心肺蘇生法やＡＥＤの使用方法を学
びました。
2�消火器を使った初期消火訓練。消火器は使ったこ
とがないという参加者がほとんどでしたが、消防
団員の指導のもと、実際に消火を体験しました。
3�家族などに無事を伝える伝言ダイヤル（ＮＴＴ）
の体験。
4�最上川中部水道企業団の協力による応急給水訓練。 １

３２ ４
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地震が発生したときの
行動パターンを確認しましょう

「非常持ち出し品」と
「非常備蓄品」を準備しましょう

　大きな地震が発生した際、一瞬の判断が生死を分けることもあります。いざというときあわ
てず落ち着いて行動するために、基本的な行動パターンを確認しておきましょう。

「地震直後」の行動
・��火を使っているときは、揺れがおさまってからあわてずに火の始末
をする。
・��出火しているときは消火する。ただし無理はせず、１１９番通報や周
囲に助けを求める。
・��屋内では転倒・落下した家具類や割れたガラスの破片などに注意する。
・��瓦、窓ガラス、看板などが落ちてくるなど危険なので外に飛び出さ
ない。
・��揺れがおさまったのを確認してから、ドアや窓を開けて、必要に応
じて避難ができるように出入り口を確保する。
・��屋外で大きな揺れを感じたら、倒壊のおそれのあるブロック塀、電
柱、自動販売機、橋などには近寄らない。

●貴重品
　��　現金、預貯金通帳、印鑑、健
康保険証、住民票のコピーなど。
●救急医薬品
　��　傷薬、ばんそうこう、解熱剤、
かぜ薬、常備薬など。
●その他
　��　ヘルメット、下着類、タオル、
軍手、ライター、ナイフ、ティッ
シュなど。

●燃料
　��　卓上コンロや固形燃料、予備
のガスボンベなど。
●工具
　��　ロープ、バール、はさみ、の
こぎり、ジャッキ、スコップなど。
●その他
　��　簡易トイレ、毛布、寝袋、ラッ
プ、食器類、使い捨てカイロ、
マスク、シートなど。

「地震後」の行動
・��家屋の倒壊のおそれや、近隣に大きな火災が発生したときには、避
難所などに避難する。
・��津波や土砂災害のおそれのある場合は、状況に応じてより安全な場
所に避難する。
・��家族に子ども、高齢者、障がい者などの避難に時間のかかる要配慮
者がいる場合は、早めに避難準備を開始する。
・��ラジオやテレビ、行政、消防から正しい情報を集める。
・��火災などの二次被害を防ぐために、避難が必要になったときはでき
るだけ電気のブレーカーを落とし、ガスの元栓を閉めてから避難する。

　熊本地震では、震度７の揺れが２度発生し、最初の大きな地震では倒壊をまぬがれながらも、２度
目の強い揺れには耐え切れず倒壊してしまった家屋が多数ありました。強い揺れによって家屋が被災
した場合には、余震などによる二次被害のおそれがあるので、倒壊の危険がある建物には立ち入らな
いようにしましょう。

「地震時」の行動
　丈夫なテーブルの下や、物が「落ちてこない」「倒れてこない」「移動してこない」空間に身を寄せ、
揺れがおさまるまで様子を見る。

→まずは身の安全を確保する

「非常持ち出し品」とは？
　避難するときに持ち出す最小限の必需品です。重すぎると避難に支障が出ますので、必要最小限の
ものをまとめ、すぐ取り出せるところに保管しておきましょう。

「非常備蓄品」とは？
　災害の復旧や公的な援助などが行き届くまでの数日間を自力で生活するための用意です。少なくと
も７日分以上の備えをしておきましょう。

　上記のほか、各家庭の構成や状況に合わせた準備が必要です。また、定期的な見直しも必要です。
乳幼児のいる家庭…ミルク、ほ乳びん、おむつ、離乳食、スプーン、洗浄綿、おんぶひも、バスタオル
など。高齢者や障がい者のいる家庭…おむつ、車いす、補聴器、持病の薬、障害者手帳など。

　備蓄した食料品の賞味・消費期限切れを防ぐためには、回転備蓄（ローリング・ストック）がおすす
めです。備蓄品を古いものから順に普段の食卓に並べ、食べた分を買い足しましょう。定期的な賞味・
消費期限のチェックにもなり、比較的期限の短いものでも非常食として役立てることができます。

倒壊の危険がある建物には立ち入らない！

家族構成などにあわせた準備を！

食料品は「回転備蓄（ローリング・ストック）」がおすすめ！

●懐中電灯
　��　できれば１人に１つ用意。
予備の電池も忘れずに。
●携帯ラジオ
　��　小型で軽く、ＡＭとＦＭの
両方を聞けるもの。
●非常食・水
　��　缶詰や乾パンなど、火を通
さずに食べられるもの。水は
ペットボトル入りが便利。

●食料品
　��　缶詰やレトルト食品など非
常食３日分を含む７日分以上
を備蓄。
●水
　��　飲料水は、大人１人あたり
１日３リットルを目安とし、
７日分用意する。また、水の
配給を受けるためのポリ容器
などもあると便利です。
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月の休館日： 月 日 月

入浴営業時間 ～１２月末日

早朝６時から営業いたします

広
　
告

第１１６話　岡村の医師（１）

　
長
崎
界か
い
隈わ
い
で
最
も
豊
か
な
村
で

あ
っ
た
岡
村
は
、
大お
お
高た
か
持も

ち
も
多

く
、
医
師
の
存
在
は
容
易
に
想
像

で
き
る
の
で
す
が
、
意
外
に
も
こ

の
大
高
持
ち
と
は
直
接
血
縁
を
持

た
な
い
医
師
が
多
い
の
も
不
思
議

な
こ
と
で
す
。

　
文
化
１２
年
（
１
８
１
５
）
岡
村

の
柏
倉
新
太
郎
家
の
次
男
庄
蔵

（
後
の
忠
粛
）
が
２５
歳
の
と
き
、

米
沢
藩
医
堀
内
忠
亮
素
堂
（
１
８

０
１
～
１
８
５
４
）
の
門
に
入

り
、
１０
年
の
修
業
の
後
、
更
に
５

年
、
江
戸
に
出
て
医
学
を
学
ん
で

い
ま
す
。
堀
内
家
の
門
生
譜
（
生

徒
名
簿
）
に
は
、「
最
上
生
柏
倉

庄
蔵
」
と
載
っ
て
い
ま
す
。

　
安
政
３
年（
１
８
５
６
）
に
は
、

４１
歳
と
い
う
年
齢
で
「
樺
太
探
検

隊
」
松
浦
武
四
郎
ら
の
診
療
に
従

事
し
、
蔓
延
元
年
（
１
８
６
０
）

に
は
、
函
館
で
外
国
人
医
師
を
含

め
た
病
院
建
設
を
建
議
し
、
明
治

２
年
に
は
函
館
五
稜
郭
の
攻
防
戦

（
箱
館
戦
争
）
で
、
官
軍
の
医
師

と
し
て
傷
病
兵
の
治
療
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
浦
河
開
拓
病
院
、
幌

原
病
院
勤
務
を
経
て
、
札
幌
で
は

じ
め
て
の
個
人
医
院
を
開
設
し
、

妻
と
娘
と
平
和
に
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
が
、
明
治
１２
年
８
月
に
札
幌

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
嘉
永
５
年（
１
８
５
２
）の「
岡

村
人
別
宗
旨
改
帳
」
に
は
家
族
の

記
録
は
な
く
本
人
一
人
の
名
の
み

記
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
の
医
学
修

業
時
代
に
も
岡
村
に
在
籍
し
て
い

る
の
は
、
い
つ
の
日
か
帰
村
の
意

志
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
何
故
か
北
海
道
の
医
業
に
係

わ
り
数
奇
な
人
生
を
歩
ん
だ
興
味

深
い
人
物
で
す
。

【
用
語
の
説
明
】

大お
お
高た
か
持も

ち
…
江
戸
時
代
に
高
請
地

を
所
持
し
、
検
地
帳
に
登
録
さ
れ

た
農
民
の
こ
と
で
、
本
百
姓
と
も

い
う
。

箱
館
戦
争
…
戊
辰
戦
争
の
局
面
の

ひ
と
つ
で
、
新
政
府
軍
と
旧
幕
府

軍
と
の
最
後
の
戦
闘
で
あ
る
。

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
９
章
第
４
節　
疫
病
の
流
行

月
つきやま お う ゆ う か い

山櫻遊会（土橋地区）
　土橋地区は、町西部に位置する、
人口53１人（１43世帯）の地域です。
（平成２８年１０月末現在）

愛媛県大洲市「いもたき」 島根県津和野町「芋煮」

日 本 三 大 芋 煮

山形県中山町「芋棒煮」
　大洲市に伝わる郷土料理。
鶏肉、里芋などが入った甘め
のしょうゆ味。

　津和野町に江戸時代から伝わる
郷土料理。具は里芋のみで、鯛の
だしを生かした薄めのしょうゆ味。

　江戸時代、最上川舟運の船頭が
食べていた棒ダラ入りの芋煮を現
代風にアレンジしたもの。

土橋地区

高橋秀也会長

大勢の人で賑わった「日本三大芋煮会in津和野」

月山櫻遊会の皆さん

　
月
山
櫻
遊
会（
高
橋
秀
也
会
長
）は
、

豊
田
小
学
校
校
舎
の
西
側
に
あ
る
月
山

の
桜
並
木
の
維
持
管
理
を
し
、
土
橋
地

区
の
美
し
い
景
観
を
守
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
活
動
し
て
い
る
、
現
在
会
員
数

３２
名
の
団
体
で
す
。

　
月
山
の
桜
は
、
平
成
１２
年
に
国
の
補

助
制
度
を
利
用
し
て
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
約
１０
年
間
、
こ
の
制
度
を
利
用

し
て
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
２２
年
３
月
を
も
っ
て
終
了
。

　
そ
の
後
は
、
関
係
者
の
「
補
助
制
度

が
終
わ
っ
た
か
ら
桜
の
管
理
も
打
ち
切

る
と
い
う
の
は
し
の
び
な
い
」
と
い
う

思
い
や
、「
桜
並
木
を
残
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
地
区
住
民
の
声
も
あ
り
、
土
橋

地
区
の
有
志
で
平
成
２２
年
４
月
、「
月

山
櫻
遊
会
」
が
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
町
の
「
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
補
助
金
」
を
活
用
し
、
樹
木
を
病

気
か
ら
守
る
た
め
の
消
毒
を
年
２
回
、

春
の
花
見
、
秋
の
紅
葉
に
合
わ
せ
て
草

刈
り
を
年
４
回
行
っ
て
い
ま
す
。
９
月

２９
日
の
早
朝
に
も
、
雨
の
降
り
し
き
る

中
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
草
刈
り
を

行
い
ま
し
た
。

　
高
橋
会
長
は
、「
花
見
や
紅
葉
の
時

期
に
な
る
と
、地
区
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ

て
桜
並
木
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ

ん
が
喜
ぶ
姿
を
見
る
の
が
何
よ
り
嬉
し

く
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
で
す
。

地
区
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
こ
の
桜

並
木
を
今
後
も
維
持
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
１０
月
１６
日
、「
日
本
三
大
芋
煮
会
in

津つ

和わ

野の

」
が
開
催
さ
れ
、
町
か
ら
森
谷

副
町
長
の
ほ
か
元
祖
芋
煮
会
in
中
山
実

行
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
中
山
町
か
ら
材

料
を
持
参
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
中
山
町
と
同
様

に
芋
煮
文
化
を
誇
る
島
根
県
津つ

和わ

野の

町

の
「
芋
煮
」、
愛
媛
県
大お
お

洲ず

市
の
「
い

も
た
き
」、
そ
し
て
当
町
の
「
芋
棒
煮
・

芋
煮
」
を
『
日
本
三
大
芋
煮
』
と
し
、

３
市
町
の
食
文
化
の
交
流
と
振
興
を
図

ろ
う
と
、
３
地
域
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
平
成
２６
年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で

す
。

　
今
年
は
島
根
県
津
和
野
町
で
芋
棒
煮

３
０
０
食
の
ほ
か
、
芋
煮
９
０
０
食
を

振
舞
い
、
来
場
者
に
中
山
町
の
味
を
美

味
し
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
好

評
で
、
中
山
町
の
テ
ン
ト
前
に
は
長
蛇

の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

日本三大芋煮会に参加しました
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T o p i c s ひまわり広場

まちの人口
（10月末現在）

人　口 人11，649 （前月比−11人）

（男5，686人、女5，963人）

世帯数 世帯3，649 （前月比−3世帯）

人の動き
（10月届出分）

出生5人　転入20人

死亡15人　転出21人

亀井ミサ子さん
県書道展で見事県知事賞を受賞

有害鳥獣被害防止対策協議会を設置

初開催！プロバスケＢ２リーグ公式戦

　「第４１回県総合書道展」において、亀井ミサ子さん
（達磨寺）の漢字作品「杜

と
甫
ほ
詩
し
」が県知事賞に選ばれ

ました。
　亀井さんが書道を始めたのは３０代半ば。子どもの頃
から書道が好きで、いつか習ってみたいという思いが
あり、息子さんの書道教室の送迎がてらご自身も習い
始めたそうです。仕事と家事の合間に練習を重ね、現
在は週３回、ご自宅で書道教室を開いています。
　亀井さんのこだわりは、書を作品として楽しみたい
という思いから、まず始めに作品を飾る額、その次に
額に合う半紙を決め、最後にどんな言葉を書くか考え
ることだそうです。
　６２８点の作品の中から最高賞の県知事賞に選ばれた

　１０月１３日、有害鳥獣被害防止対策協議会が設置され、
第１回目の会議が開催されました。
　この協議会は、今年、町内各所でイノシシ６件、ク
マ３件と多くの目撃情報があったことを受け、野生鳥
獣による農作物や人的被害を防ぎ、地域住民の安全安
心な生活環境を確保することを目的に設置されたもの
で、町内の猟友会会員や農業関係者で組織されています。
　この日は町鳥獣被害防止計画案について協議されま
した。今後も必要に応じて招集され、対策を協議します。

　１０月２２日、２３日の２日間、総合体育館でプロバスケッ
トボールＢ２リーグ公式戦「パスラボ山形ワイヴァン
ズ対岩手ビッグブルズ」が開催されました。
　パスラボ山形ワイヴァンズは山形県初のプロバスケッ
トボールチームで、中山町での公式戦開催は今回が初
めて。開会式では佐藤町長が「プロバスケットボール
公式戦の舞台として中山町が選ばれたこと、間近でプ
ロのプレーに触れられることは大変喜ばしい」と挨拶
し、両チームの選手らを歓迎しました。
　会場には、両日１０００人以上の観客が訪れ、プロ選手
の活躍に大興奮の様子でした。

ルールを守って正しく横断
かもしかラリー大会

　１０月８日、中央公民館を主会場に「かもしかラリー
大会」が開催され、かもしかクラブの年長児が参加
しました。
　歩行訓練では、保護者とペアになって実際に路上
コースを歩きました。日頃かもしかクラブで練習し
ているとおり、道路では歩道または右側を歩き、踏
切や横断歩道では「ストップの約束」を実践。しっ
かり立ち止まり、左右の安全を確かめてから道路を
渡りました。
　内輪差の体験では、車が曲がる際、後輪が描く円
弧が前輪よりも内側になるという性質を学びました。
実際に横断歩道に人形を置き、横断歩道の手前で待
つと、内輪差でタイヤに巻き込まれてしまう可能性
があること、大きな車ほど内輪差が大きくなること
を子どもたち自身の目で確認し、横断歩道で青信号
になるのを待つときは、一歩下がって待つという約
束を再確認しました。

多機能型事業所「なかやま虹の丘」開所式
　１０月２５日、多機能型事業所「なかやま虹の丘」の開
所式が行われ、佐藤町長をはじめ関係者がテープカッ
トで開所を祝いました。
　「なかやま虹の丘」は、障がい者の創作的活動や生
産活動の機会を提供し、社会との交流等を図る場とし
て平成２３年７月に開所。５年目の今年は、今後ますま
す利用者の拡大が見込まれることから、施設の改修を
行い、社会福祉法人 愛泉会が運営することになりま
した。
　今後は、それぞれの能力にあった創作活動等を支援
する「生活介護」と就労の機会を提供する「就労継続
支援（Ｂ型）」の２つの機能を併せ持った多機能型事
業所として、障がい者支援のますますの充実を図ります。

亀井ミサ子（櫻舟）さん。雅号
の「櫻」は、地元達磨寺のお達
磨の桜に由来しているそうです。

↓
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
「
杜
甫
詩
」

ことについて、「これまでもこの書道展に出品して賞は様々いただいたが、最高賞
は初めて。これまで頑張ってきてよかった」と笑顔で話し、「これからはお弟子さ
んにも頑張ってもらいたい」と教え子の指導に意欲を見せていました。

「なかやま虹の丘」の利用についての
ご相談は下記まで。
� 社会福祉法人 愛泉会　☎６６２－5588
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知事と語ろう市町村ミーティングin中山知事と語ろう市町村ミーティングin中山
が開催されます

　吉村美栄子知事が来町し、皆さんと県政について直接意見交
換をします。町民の皆さんの多数の参加をお待ちしています。

●日　時　12月５日（月）午後１時30分～３時30分
●場　所　中央公民館大ホール
●対　象　中山町民
●その他
　・託児あります。託児を希望する方は、11月30日（水）まで
　　申し込んでください。なお、人数に制限があります。 　吉村美栄子山形県知事

※お申込み・お問い合わせ先
　政策推進課地域情報Ｇ
　〒990-0492　中山町大字長崎120番地
　☎ ６６２－２２２３　ＦＡＸ ６６２－５１７６
　メールアドレス　joho@town.nakayama.yamagata.jp

※お問い合わせ先　　　総務課庶務Ｇ　☎ ６６２－２１１１

平成27年度
情報公開および個人情報保護制度の運用状況をお知らせします
●情報公開請求件数等

年　度 公開請求
決　定

公　開 非公開一部公開 不服申立て

23

25
24

０

２
３

０

１
２

０

１
１

０

０
０

０

０
０

26 １ ０ １ ０ ０
27 ０ ０ ０ ０ ０

年　度 開示請求 決　定
開　示 不開示一部開示

不服申立て

27 ０ ０ ０ ０ ０
拒　否 不存在

０ ０

●個人情報取扱事務の登録件数　３７５件（平成２７年度末）
●個人情報開示等の請求件数
 （１）開示請求

年　度 訂正請求
決　定

訂　正 不訂正一部訂正 不服申立て

27 ０ ０ ０ ００

（２）訂正請求

年　度 利用停止請求
決　定

利用停止 非利用停止一部利用停止 不服申立て

27 ０ ０ ０ ００

（３）利用停止請求

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ
版

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

●

●

●

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
●
●
●

№1269

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

●国民健康保険税　　　　５期
●介護保険料　　　　　　５期
●後期高齢者医療保険料　５期

●公共下水道受益者負担金　２期

納期限　11月30日（水）
今 月 の 納 税 等

◆�税額に変更のある方には11月15日に変更通知を発
送しています。届いた方は内容をご確認ください。

※お問い合わせ先
　住民税務課税務Ｇ　☎66２ - ２11２

※お問い合わせ先
　建設課下水道Ｇ　☎66２ - ２11５

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練　

を
実
施
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
危
機
管
理
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

���

☎
６
６
２
‐
４
８
９
９

　
国
か
ら
の
災
害
情
報
な
ど
が
瞬
時
に
提
供

さ
れ
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

－

Ａ

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
が

11
月
２９
日
（
火
）
午
前
11
時
に
実
施
さ
れ
ま

す
。

　
中
山
町
災
害
・
防
災
情
報
の
登
録
制
メ
ー

ル
に
登
録
し
て
い
る
方
に
も
国
か
ら
の
訓
練

電
文
を
配
信
し
ま
す
の
で
、
実
際
の
災
害
と

間
違
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
登
録
制
メ
ー
ル
の
登
録
方
法
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
中
山
町
災
害
・
防
災
情
報
登
録
制
メ
ー
ル

の
登
録
方
法
》

①
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
専
用

　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（http://jlhp.tow

n.nakayam
a.

yam
agata.jp/m

ail/m
obile

）
に
ア
ク

セ
ス
し
、
指
示
に
従
っ
て
登
録
し
ま
す
。

②
返
信
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。
迷
惑
メ
ー
ル

フ
ィ
ル
タ
ー
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、「m

obile@
jlm
l.tow

n.nakayam
a.

yam
agata.jp

」
を
受
信
で
き
る
よ
う
に

設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

③
届
い
た
メ
ー
ル
内
に
あ
る
ア
ド
レ
ス
に
送

信
し
、
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

機
種
に
よ
っ
て
は
対
応
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
日
時　
平
成
２９
年
１
月
４
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
３０
分
～
５
時

●
会
場　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
会
費　
２
０
０
０
円

●
申
込
締
切　
1２
月
15
日
（
木
）

●
そ
の
他　
▼
参
加
者
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
の
際
は
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
職
業
ま
た
は
役
職
名
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
（
職
業
ま
た
は
役
職
名
の
掲
載

は
任
意
）。　
▼
平
成
２８
年
に
町
内
に
工
場

ま
た
は
事
務
所
等
を
興
さ
れ
た
方
は
、
席

上
で
紹
介
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ほ
ん
わ
館
休
館
の
お
知
ら
せ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館
ほ
ん
わ
館 

　
　
　
　
　
　
　

���

☎
６
６
２
‐
６
６
８
８

　
11
月
２８
日
（
月
）
～
1２
日
５
日
（
月
）
の

期
間
、
蔵
書
点
検
を
行
う
た
め
休
館
と
な
り

ま
す
。

　

期
間
中
の
本
の
返
却
は
「
返
却
ポ
ス
ト
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
大
型
絵
本

は
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
）。

「（
仮
称
）
中
山
町
の
未
来
を
描
く

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
推
進
課
政
策
企
画
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

���

☎
６
６
２
‐
４
２
７
１

　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
や
町
の
未
来
に
つ
い

て
話
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

す
。
自
由
に
意
見
を
出
し
合
い
、
楽
し
み
な

が
ら
自
分
た
ち
の
住
む
「
ま
ち
」
や
「
地
域
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象　
中
山
町
に
住
む
１８
歳
以
上
の
方

●
開
催
予
定　
１２
月
～
平
成
２９
年
３
月
ま
で

３
～
４
回
開
催
（
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日

の
午
後
）。
会
場
は
中
央
公
民
館
会
議
室

等
。

●
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル（kikaku

　

@
tow
n.nakayam

a.yam
agata.jp

）

で
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
記

載
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

平
成　

年
新
春
を
祝
う
会

　
　
　
を
開
催
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
推
進
課
政
策
企
画
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

���

☎
６
６
２
‐
４
２
７
１

２９

●
募
集
期
間　
11
月
15
日（
火
）～
３０
日（
水
）
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山形県知事選挙が行われます山形県知事選挙が行われます
山形県選挙管理委員会から

　平成29年１月22日執行予定の山形県知事選挙が
次の日程で行われます。
●選挙の告示　平成29年１月５日（木）
●投　　　票　平成29年１月22日（日）
●期日前投票　平成29年１月６日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　～21日（土）
●期日前投票所　中山町役場

立候補届出予定者説明会および
出納責任者事務説明会の開催について
　上記選挙の立候補届出予定者説明会および出納
責任者事務説明会が次の通り開催されます。
●日時　12月８日（木）午前10時～
●場所　山形県庁1201会議室

※お問い合わせ先
県知事選挙、立候補届出予定者説明会および
出納責任者事務説明会の開催に関すること
　山形県選挙管理委員会　☎６３０－２０８１

期日前投票に関すること
　中山町選挙管理委員会　☎６６２－２１１１

「女性に対する暴力を
　　　　　なくす運動」

　ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）、
性犯罪、セクハラ等、女性に対する暴力
は、女性の人権を侵害するものであり、
決して許されない行為です。
　相談してみることで解決方法が見つか
るかもしれません。ひとりで悩まず、ご
相談ください。
　もしあなたの周りの人が悩んでいたら、
相談できる場所があることを教えてあげ
てください。

ＤＶ相談ナビ　☎０５７０-０-５５２１０

◆上記期間中、「パープルリボンプロジェ
クト in YAMAGATA」として、町立図書館
ほんわ館にてパープルリボンバッジを配
付します。
　パープルリボンプロジェクトは、どこ
でも、誰でも、一人でも始められる国際
的な女性に対する暴力廃絶運動です。
ぜひご参加ください。

【期間：11月12日～ 25日】

交通事故防止のポイント交通事故防止のポイント
【夕方】人も車も自転車も存在をアピール
　☆買い物などは明るいうちに済ませる
　☆車・自転車のライトは早めに点灯する
【 夜 】しっかり安全確認
　☆ハイビームを活用する
　☆スピードを控える
　☆車が来たら道路を渡らない
夕方や夜間は

夜光反射材を活用しましょう

●

●

● 

募
集
・
案
内 

●
●
●

塩
分
減
る
し
ー　
　
　
　
　

　
　
料
理
教
室
参
加
者
募
集

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

���

☎
６
６
２
‐
２
８
３
６

●
日
時　
1２
月
1２
日
（
月
）
午
前
９
時
３０
分

～
午
後
１
時
３０
分

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　
講
話
と
調
理
実
習

●
対
象　
町
内
在
住
６０
歳
以
上
の
方

●
募
集
人
数　
２０
名
程
度

●
持
ち
物　
筆
記
用
具
、
三
角
巾
（
頭
に
か
ぶ

る
も
の
）、
エ
プ
ロ
ン
、
参
加
費
１
０
０
円

●
申
込
期
間　
11
月
15
日（
火
）～
２5
日（
金
）

●
主
催　
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

県
知
事
選
挙
期
日
前
投
票
所

投
票
立
会
人
募
集

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

���

☎
６
６
２
‐
２
１
１
１

　
平
成
２９
年
１
月
２２
日
執
行
予
定
の
県
知
事

選
挙
に
お
け
る
期
日
前
投
票
所
の
投
票
立
会

人
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　
次
の
条
件
を
満
た
す
方
。
▼

中
山
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
選
挙
権
を

有
す
る
方
。　
▼
期
日
前
投
票
期
間
中（
平

成
２９
年
１
月
６
日
～
２１
日
）、
午
前
８
時

３０
分
～
午
後
８
時
の
間
従
事
で
き
る
健
康

な
方
。
な
お
、
従
事
中
は
原
則
と
し
て
外

出
で
き
ま
せ
ん
。

●
従
事
場
所　
期
日
前
投
票
所
（
役
場
内
）

●
報
酬　
１
日
当
た
り
９
５
０
０
円
（
た
だ

し
１
日
当
た
り
１０
円
の
源
泉
所
得
税
を
徴

収
し
ま
す
）。

●
応
募
方
法　
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
役
場
２
階
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

職
務
内
容
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
▼
持
ち
物
…
印
か
ん
（
認
印
可
。
た
だ
し
、

ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

●
応
募
期
間　

11
月
２1
日
（
月
）
～
３０
日

（
水
）（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
期
限
前

で
も
募
集
を
打
ち
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
そ
の
他　
１
日
に
従
事
す
る
投
票
立
会
人

は
２
名
で
す
。
従
事
日
は
、
応
募
の
状
況

を
見
て
調
整
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

【
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
】

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
善
意
が
、
地
域
の
寝
た

き
り
の
お
年
寄
り
や
生
活
困
窮
者
、
施
設
利

用
者
な
ど
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。
募
金
は
任
意

で
す
が
、
計
画
的
な
事
業
推
進
の
た
め
１
世

帯
に
つ
き
３
０
０
円
以
上
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
（
集
金
方
法
は
地
区
ご
と
に
異
な

り
ま
す
）。

【
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
】

●
日
時　
11
月
３０
日
（
水
）
午
後
１
時
15
分

～
３
時
３０
分

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

●
相
談
内
容　
財
産
、
相
続
、
土
地
、
金
銭
、

家
族
問
題
な
ど

◆
先
着
５
組
。
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

【
知
的
障
が
い
の
あ
る
方
・
療
育
手
帳
を
お

持
ち
の
方
対
象
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催

し
ま
す
】

●
日
時　
1２
月
11
日
（
日
）
午
前
1０
時
～
午

後
２
時

●
場
所　
中
央
公
民
館
第
２
研
修
室

●
内
容　
軽
ス
ポ
ー
ツ
、ゲ
ー
ム
、昼
食
会
等

●
対
象　
町
内
で
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

等（
付
き
添
い
の
方
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

●
参
加
費　
２
０
０
円
／
人

山
形
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー    

フ
ァ
ー
ラ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

※
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
形
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

フ
ァ
ー
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
６
４
５
‐
８
０
７
７

■
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

　

会
場
は
い
ず
れ
も
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
フ
ァ
ー
ラ
５
階
視
聴
覚
室
で
す
。
参
加

希
望
の
方
は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
イ
ク
ジ
イ
講
座
「
け
ん
玉
を
知
ろ
う
！
」】

●
日
時　
1２
月
３
日（
土
）午
前
1０
時
～
正
午

●
講
師　
長
井
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊　
秋

元
悟
氏

●
対
象
・
定
員　
祖
父
母
と
小
学
生
の
孫
・

先
着
１5
組

●
持
ち
物　
け
ん
玉
（
貸
け
ん
玉
あ
り
）

【
働
く
女
性
の
講
座
「
わ
だ
ゆ
き
こ
流
“
生

き
る
”
を
豊
か
に
す
る
働
き
方
」】

●
日
時　
1２
月
７
日
（
水
）
午
後
６
時
３０
分

～
８
時
３０
分

●
講
師　

M
O
TH
ERdesign�

わ
だ
ゆ
き
こ
氏

【
市
民
企
画
講
座
「
私
の
夢
、
そ
し
て
、
不

治
の
病
で
逝
っ
た
娘
の
願
い
～
悲
し
み
を

乗
り
越
え
て
の
起
業
～
】

●
日
時　
11
月
２８
日（
月
）午
前
1０
時
～
正
午

●
講
師　

着
物
の
ト
ー
タ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー　
瀧
田
順
子
氏

●
そ
の
他　
詳
細
は
実
施
団
体
：
日
常
を
拓

くw
om
an

・
ナ
イ
ン
（
古
瀬
☎
０
９
０

‐
７
９
３
６
‐
３
１
４
２
）
ま
で

【
お
せ
ち
料
理
配
達
希
望
者
募
集
】

●
配
達
日
時　
1２
月
16
日
（
金
）
正
午
～
午

後
１
時
の
間
に
配
達
し
ま
す
（
不
在
の
場

合
は
食
中
毒
防
止
の
た
め
配
達
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
負
担
金
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
）。

●
対
象　
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
●
負
担
金　
２
０
０
円

●
申
込
方
法　
ご
希
望
の
方
は
負
担
金
を
添

え
て
11
月
２5
日
（
金
）
ま
で
地
区
の
民
生

委
員
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
大
規
模
災
害
被
災
者
支
援
義
援
金
を

 

募
集
し
ま
す
】

　
口
座
振
込
み
の
ほ
か
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鳥
取
県
中
部
地
震
災
害
義
援
金

●
募
集
期
間　
11
月
２4
日
（
木
）
ま
で

●
義
援
金
受
入
口
座
お
よ
び
口
座
名
義
人

　

▼
山
陰
合
同
銀
行
湖
山
出
張
所
（
普
通
）

３
６
０
７
８
９
３
、
社
会
福
祉
法
人
鳥
取

県
共
同
募
金
会
会
長
清し
み
ず
て
る
み
つ

水
昭
允　
▼
鳥
取

　
銀
行
湖
山
支
店
（
普
通
）
０
０
０
３
８
９

　

１
、
社
会
福
祉
法
人
鳥
取
県
共
同
募
金

会
会
長
清し
み
ず
て
る
み
つ

水
昭
允　

▼
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

０
０
９
５
０
‐
６
‐
３
３
２
０
３
３
、
鳥

取
県
共
同
募
金
会
鳥
取
県
中
部
地
震
災
害

義
援
金　
※
郵
便
局
窓
口
で
の
振
込
手
続

は
、
振
込
手
数
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

●
義
援
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先　
社

会
福
祉
法
人
鳥
取
県
共
同
募
金
会
（
☎

０
８
５
７
‐
５
９
‐
６
３
５
０
）

岩
手
県
台
風
1０
号
大
雨
等
災
害
義
援
金

●
募
集
期
間　

平
成
２９
年
３
月
３０
日
（
木
）

ま
で

●
義
援
金
受
入
口
座
お
よ
び
口
座
名
義
人

　
▼
岩
手
銀
行
本
店
（
普
通
）
２
２
４
１
８

　
５
３
、
社
会
福
祉
法
人
岩
手
県
共
同
募
金

会
岩
手
県
台
風
１０
号
大
雨
等
災
害
義
援
金

　

▼
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
０
０
１
３
０
‐
２
‐

３
８
７
４
９
７
、
岩
手
県
共
同
募
金
会
台

風
１０
号
大
雨
災
害
義
援
金　
※
郵
便
局
窓

口
で
の
振
込
手
続
は
、
振
込
手
数
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

●
義
援
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先　
社

会
福
祉
法
人
岩
手
県
共
同
募
金
会
（
☎

０
１
９
‐
６
３
７
‐
８
８
８
９
）

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
更
新
に　

向
け
た
協
議
へ
の
参
加
者
募
集

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課
産
業
振
興
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

���

☎
６
６
２
‐
２
１
１
４

●
日
時　
11
月
２８
日
（
月
）
午
後
７
時
３０
分
～

●
場
所　
役
場
大
会
議
室

●
対
象　
町
内
の
農
地
を
所
有
ま
た
は
耕
作

し
て
い
る
方
お
よ
び
そ
の
家
族
、
農
地
を

貸
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
、
農
業
法
人
、

新
規
就
農
者
等

●
申
込
期
限　
11
月
２4
日
（
木
）
ま
で

●
申
込
期
限　
11
月
２８
日
（
月
）
ま
で
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ひまわりグラウンド・ゴルフ場
予約状況【11月15日～ 30日（10/28現在）】

●全６コースのうち、上記のコースが大会などで独占
　して使用されますので、一般の使用ができません。
●独占使用の申請受付は使用日の１か月前で終了します。
　 　　　※ご予約・お問い合わせ先
　　　　　総合体育館　☎６６２-２３００

期　日 使用コース 時　間　帯
11/21（月） 13:30 ～ 15:30Ｆコース

●効力発生日　平成28年10月７日
●最低賃金　　１時間 ７１７円
☆この最低賃金は、県内で働く
　　　　 すべての労働者に適用されます。

※お問い合わせ先　
　山形労働局労働基準部賃金室 ☎６２４-８２２４
　または最寄りの労働基準監督署まで

ご存知ですか？
山形県の最低賃金

●

●

●
そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先　
②
と
き

③
と
こ
ろ　
④
内
容　
⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用　
⑦
申
込
方
法　
⑧
そ
の
他

【
青
色
申
告
決
算
説
明
会
の
ご
案
内
】

　
①
山
形
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門
（
☎

６
２
２
‐
１
６
１
１
（
内
線
１
４
２
））　

②
・
③
の
順
に
掲
載　
▼
営
業
所
得
…
1２

月
２
日
（
金
）
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０

分
、
中
山
町
中
央
公
民
館
第
１
会
議
室　

▼
農
業
所
得
…
1２
月
７
日
（
水
）
午
後
１

時
３０
分
～
３
時
３０
分
、
山
形
農
業
協
同
組

合
（
山
形
市
旅
篭
町
）
２
階
大
会
議
室　

④
青
色
申
告
決
算
の
仕
方
、
消
費
税
の
決

算
の
仕
方
お
よ
び
年
末
調
整
の
仕
方　
⑧

持
ち
物
…
年
末
調
整
関
係
書
類
、
筆
記
用

具
。
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
の
で
、
公
共

の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
介
護
の
魅
力
を
伝
え
る

　
　
　

 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
ご
案
内
】

【
ク
リ
ス
マ
ス
婚
活
パ
ー
テ
ィ
参
加
者
募
集
】

　

①
山
形
街
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
６
５
‐
０
３
５
７
）　

②
1２
月
11

日
（
日
）
午
後
２
時
～
６
時
３０
分　
③
山

形
屋
台
村
ほ
っ
と
な
る
横
丁　

⑤
２０
～

45
歳
ま
で
の
独
身
男
女
（
各
６4
名
、
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
あ
り
）　

⑥
男
性

５
０
０
０
円
、
女
性
３
０
０
０
円　
⑦
11

月
２８
日
（
月
）
正
午
ま
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
①
東
北
文
教
大
学
／
東
北
文
教
大
学
短
期

大
学
部
（
☎
６
８
８
‐
２
２
９
８
）　
②

11
月
２３
日
（
水
・
祝
日
）
午
前
1０
時
～
午

後
３
時　
③
東
北
文
教
大
学　
④
タ
ニ
タ

の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
、
宮
城
マ
ッ
ク
ス
に
よ

る
講
演
会
と
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

体
験
会
、
介
護
の
魅
力
紹
介
、
生
活
支
援

体
験
（
車
椅
子
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
・
福

祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
介
護
予
防
体
操

等
）　

⑥
無
料　

⑦
電
話
ま
た
は
同
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

【
な
ん
で
も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
の
ご
案
内
】

　
①
連
合
山
形
地
域
協
議
会
（
☎
６
２
２
‐

０
５
５
１
、６
２
２
‐
０
５
３
６
）　
②
1２

月
２1
日
（
水
）・
２２
日
（
木
）
午
前
1０
時

～
午
後
６
時　
④
相
談
内
容
は
解
雇
、
賃

金
カ
ッ
ト
、
労
働
時
間
、
残
業
、
い
や
が

ら
せ
等
労
働
に
関
わ
る
相
談
な
ど
（
電
話

に
よ
る
相
談
受
け
付
け
）　
⑥
無
料

【
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
資
格
取
得
技
能
講
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

の
ご
案
内
】

　

①
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
６
２
６
‐
３
５
６
６
）　
②
平
成
２９
年

１
月
16
日
（
月
）
～
1９
日
（
木
）　
③
建

設
業
技
能
安
全
セ
ン
タ
ー
（
寒
河
江
市
）

　
⑤
55
歳
以
上
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
休
職
中
の
方
・
２０
名　
⑥
無
料

　
⑦
1２
月
２２
日
（
木
）
ま
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

ま
た
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
設
置

の
申
込
書
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●日　時　11月２6日（土）
　　　　　午後1時３０分～３時３０分
●場　所　中央公民館調理実習室・第３会議室
●内　容　①かぼちゃの見極め術・活用術
　　　　　②かぼちゃを使った調理実習
●持ち物　筆記用具、エプロン、三角巾、参加費
　　　　　300円（材料代として）
●申込期限　11月２０日（日）まで
※お申込み・お問い合わせ先
　中山町お箸の会（池田）　☎66２-66２０

「かぼちゃ」を使った料理教室のご案内

●日時　1２月７日（水）午後３時３０分～４時4０分
●場所　中山中学校
●講演内容　「たくましくしなやかに生きるために
� ～児童思春期における心の問題の理解～」
　講師：若宮病院児童思春期外来
� 　成重竜一郎氏
●対象　教職員、保護者、一般町民
●申込方法　11月２８日（月）まで氏名、地区、
電話番号を明記のうえ申し込んでください。
●持ち物　内履き
※お申込み・お問い合わせ先
　中山中学校　☎66２-２1２９
　　　　　　　ＦＡＸ66２-５０４３

中山中講演会のご案内

保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２−２８３６

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

母子手帳交付 11/22（火）
９：００～1０：００

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います（この
日時で妊婦さんご本人の都合がつかない場合
はご連絡ください）。
●持ち物　印かん、妊娠届出書、個人番号が
確認できるもの（個人番号カード、通知カー
ド等）と本人確認できるもの（個人番号カー
ド、運転免許証等）

育 児 相 談 会
（ 予 約 制 ）

11/22（火）
1０：３０～11：３０

育児全般について、保健師または管理栄養士
が相談に応じます。前日まで電話でご連絡く
ださい。

定期健康相談 11/22（火）
1０：３０～11：３０

生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行
います。

乳 児 健 診

11/３０（水）
３か月児
1３：1０集合
11か月児
1３：００集合

保健福祉
センター
検診ホール

平成2７年12月・2８年８月生まれの子どもと前
回欠席の子ども
●持ち物　母子手帳、バスタオル、問診票、

交換用おむつ、（11か月児は歯ブ
ラシも）

も ぐ も ぐ
ごっくん教室

12/ １（木）
９：３０集合

保健福祉
センター
２階和室

平成2８年４月～６月生まれの子どもと前回欠
席の子ども
●持ち物　母子手帳、エプロン、おんぶひも
●内　容　離乳食の進め方について、お話と
　　　　　調理実習

大人の風しん予防接種費用助成について
大人の風しん抗体価検査および予防接種について費用助成しています（要件に該当する方）。
希望する方は町に申請が必要です。詳しくは、お知らせ版７月1５日号をご覧いただくか、健康づくり
Ｇにお問い合わせください。

高齢者インフルエンザ予防接種

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種

直接医療機関に申し込んでください。
●対象
　①接種日において満６５歳以上の町民
　②�接種日において満６０歳から６４歳の町民で、心臓、じん臓または呼吸器の機能に重度の障がいを有
する方（身体障害者手帳１級所持者）およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活
がほとんど不可能な程度の障がいを有する方

●助成額　期間内に１回あたり2０００円
●申込期間・接種期間　平成２９年1月３1日（火）まで
◆詳しくはお知らせ版1０月１日号をご覧ください。

直接医療機関に申し込んでください。
●対象　
　①�６４歳以上で今まで高齢者肺炎球菌ワクチンを接種したことがなく、今年度町から個人通知が届　
いている方

　②�接種日において満６０歳から６４歳の町民で、心臓、じん臓または呼吸器の機能に重度の障がいを有
する方（身体障害者手帳１級所持者）およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活
がほとんど不可能な程度の障がいを有する方

●助成額　４０００円
●申込期間・接種期間　平成２９年３月３1日（金）まで
◆詳しくはお知らせ版４月１日号をご覧ください。

ノロウイルスが流行する季節の到来です。
ノロウイルスは、手指や食品などを介して、経口で感染し、人の腸管で増殖し、おう吐、下痢、腹痛、
軽度の発熱などを起こします。感染症予防のために、こまめに手を洗いましょう！

感染性胃腸炎「ノロウイルス」に注意しましょう！

※接種費用の助成があります。接種希望の方は早めに予約してください。

※接種費用の助成があります。接種希望の方は早めに予約してください。
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